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公 売 財 産 明 細 書 

売却区分 
番  号 和市５－１ 

見 積 価 額 ３，０５０，０００円 

公売保証金 ３１０，０００円  

財産の表示 

 

一棟の建物の表示 

所   在 和歌山市関戸一丁目 ８番地２ 

建物の名称 ライオンズマンション和歌山関戸壱番館 

構   造 鉄筋コンクリート造陸屋根７階建 

  床 面 積 １階 ６２４．４２㎡  ２階 ６２３．１３㎡  ３階 ６２３．１３㎡ 

   ４階 ６２３．１３㎡  ５階 ６２３．１３㎡  ６階 ４９８．９７㎡ 

７階 ４３７．０４㎡ 

 

敷地権の目的である土地の表示 

土地の符号 １ 

所在及び地番 和歌山市関戸一丁目８番２ 

地   目 宅地 

地   積 ２６４２．９４㎡ 

 

土地の符号 ２ 

所在及び地番 和歌山市関戸一丁目８番３ 

地   目 宅地 

地   積 ６７７．０７㎡  

 

専有部分の建物の表示                   平成４年９月２８日新築 

不動産番号 1700000244307 

 家屋番号 関戸一丁目 ８番２の３０１ 

建物の名称 １－３０１号 

種   類 居宅 

構   造 鉄筋コンクリート造１階建 

床 面 積 ３階部分 ５６．１５㎡ 

 

敷地権の表示 

土地の符号 １・２ 

敷地権の種類 所有権 

敷地権の割合 ４７８８７９分の５８４６ 

以上、登記簿による表示   

 

※管理規約・使用細則、図面、間取図等は、インターネット上にある和歌山市 納税課の「不動産
公売」のホームページで閲覧できます。 
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公法上の規制 市街化区域 

第一種住居地域 

建ぺい率６０％ 容積率２００％ 

防火規制 無  

その他規制 無 

総戸数 総戸数 ６２戸 

間取り ３階の角部屋、西側にバルコニーあり 

「間取図」は、別紙のとおり 

駐車場 ２５区画 〔空き駐車場 ０区画 令和5年8月29日時点〕 

現在、所有者が１区画を使用しています。空きが出た場合、希望者による抽選と

なります。月額使用料８，０００円／台 

エレベーター １基（９人乗り） 

接道状況 当該建物敷地の前面道路はセットバック部分を含め幅員約４ｍ程度の舗装市道

であるが、それに接続する道路幅員は約３m 程度である。（建築基準法第４２条

第２項適用道路） 

地盤・地勢 規模：過大   形状：不整形 

隣地は、神社、水路、住宅等である。 

使用状況等 平成４年９月２８日新築（登記による）の「ライオンズマンション和歌山関戸壱

番館」内に所在 

所有者が、住居として使用している。 

令和５年８月１０日の屋内調査時、主として次のことを確認した。 

・経年による設備や内装の劣化等 

・喫煙による汚れや臭い 

・居間に２か所、こぶし大の壁穴 

管理状況等 「株式会社大京アステージ（大阪南支店）」あて管理委託 

管理費月額    １１，２００円 

修繕積立金月額  １１，６９０円 

未納管理費等  ２２９，１５９円（令和5年７月31日現在） 

 

未納管理費等は、買受人に承継されます。 

※未納管理費等は和歌山市納税課公売担当が確認した時点における金額です。今

後、未納管理費等の金額が変動し、遅延損害金が発生する可能性があります。 

 

大規模修繕工事は、平成２９年に実施されています。概ね１０年～１５年ごとに

実施の予定。次回は令和１１年を予定。 

保守点検は定期的に実施しており、外装塗装工事は、本年令和５年に行われてい

ます。 

特記事項 ●所有者から「公売財産に存する自己所有物の撤去誓約及び処分同意書」が、買

受人及び執行機関あて提出されています。●内容は、インターネット上にある本市

納税課の「不動産公売」のホームページで閲覧できます。 

 

●ただし、公売による行政処分としての効果は権利移転に止まるものであり、現

実の引渡義務や引渡命令制度はありません。また残置物の処理等はすべて買受人

の責任で行っていただく必要があり、執行機関は関与しません。 
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住居表示等 和歌山市関戸一丁目８番地２ 

 ライオンズマンション和歌山関戸壱番館３０１号 

最寄駅等 南海本線「和歌山市」駅の南方約5.0km（道路距離） 

その他事項 公売財産の売却決定は、最高価申込者に係る入札価額をもって行います。 

留意事項 【ご注意】 

■不動産公売は、差し押さえた財産を所有者等の権利者の同意を得ることな

く、強制的に売却し、その売買代金を滞納市税の徴収金に配当する制度で

す。不動産公売において、和歌山市は強制徴収の執行機関であって、売主

でも仲介業者でもありません。不動産公売は、市有地の売却とは全く異な

る別の制度です。 

■不動産公売では、債権者である執行機関が差し押さえた財産を強制的に売

買する関係上、買受人は売却意思のない所有者から「現況有姿・返品不可」

を承知で公売財産を買い受けたものとされます。 

■事前に公売財産に関する情報を収集・精査し、「不動産公売は通常の取引

行為による売買ではない」ことを理解したうえで、次の一般事項に留意し

てご参加ください。 

■なお、当該公売財産明細書は、公売公告前に、執行機関の担当職員が、現

地等を調査した時点で把握した情報及び一応の認識を記載した参考資料

に止まるものであり、関係者間の権利関係等を最終的に決める効力はあり

ません。 

 

［一般事項］ 

●公売財産の面積等は登記簿に記載されたものであり、実測値と異なる場合

があります。 

●公売財産の現況や権利関係、法令上の規制・制限などに関しては、この明

細書を参考にするほか、現地調査、公簿書類、関係官庁等で十分に内容を

吟味、精査のうえ入札ください。 

●内覧会は行いません。現地確認などはご自身で行ってください。 

●公売財産は滞納者の財産であり、和歌山市の所有財産ではありません。 

●建物の敷地上及び屋内にある動産は、公売の対象外です。 

●公売財産の種類又は品質に関する不適合があっても、執行機関は担保責任

を負いません。 

●公売財産の取得時期は、売却決定に基づく買受代金を全額納付したときで

す。 

公売財産に係る危険負担は、その全額納付時に買受人に移転します。その

後に発生した財産の毀損、焼失などによる損害の負担は、買受人が負うこ

とになります。 

公売財産は、買受代金全額納付時の現況有姿のまま、売却します。 

●執行機関は、公売財産の引渡義務を負わないため、使用者又は占有者に対
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して明渡しを求める場合や公売財産内にある動産の処理等はすべて買受

人の責任で行うことになります。 

●土地の境界については隣地所有者と、接面道路（私道）の利用については

道路所有者とそれぞれ必要な協議をしてください。 

●買受人は、買受人に対抗することができる公売財産上の負担（例：マンシ

ョンの未納管理費など）を引き受けなければなりません。 

●執行機関は、買受人の請求に基づき不動産登記簿上の権利移転のみを行い

ます。権利移転に伴う費用（移転登記の登録免許税・郵送費など）は買受

人の負担となります。 

●土壌汚染やアスベストなどに関する専門的な調査は行っていません。 

●滞納市税の完納等によって、公売を中止する場合がありますので、入札前

に公売中止の有無を和歌山市納税課にてご確認ください。 

 

 

★売却区分番号内に複数の財産（財産が一つで所有者を異にする場合を含む。）

があるものについては、国税徴収法第８９条第３項の規定に基づき、一括換価の

方法により公売を行います。 

 

 
 

【（国税徴収法の改正に伴う）暴力団員等の買受け防止措置】 

□ 公売不動産の入札等をしようとする者は、暴力団員等に該当しない

こと等を記載した陳述書の提出が必要です。また、入札等をしよう

とする者が法人である場合は、その役員〔全員〕が暴力団員等に該

当しないことを陳述等する必要があります。 

加えて、自己の計算において入札等をさせようとする者がある場合

は、その入札をさせようとする者（その者が法人の場合には、その

役員〔全員〕）が暴力団員等に該当しないことを陳述等する必要が

あります。 

陳述書の追完や訂正は認めません。 

法人の場合は、現役員を確認できる商業登記簿（登記事項証明書

等）の提出が必要です。 

※「暴力団員等」とは、和歌山市暴力団排除条例第２条第３号に

規定する暴力団員等をいいます。 

  

  

  

◇ 

暴力団員等や、役員に暴力団員等がいる法人は、買受人となれませ

ん。 

暴力団員等から資金の提供等を受けた個人・法人は、買受人となれ

ません。 

□ 

売却決定の日時までに、買受人が暴力団員等に該当しないことの調

査の結果が明らかにならない場合は、売却決定の日時及び買受代金

の納付の期限が変更されます。 
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所 在 図 （広 域） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所 在 図 （詳 細） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象不動産 

対象不動産 
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公 図 
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地積測量図 （１） 
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地積測量図 （２） 
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建物図面 （１） 
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建物図面 （２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



和市５－１ 

41 
 

建物図面 （３） 
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現 況 写 真 
（外観①） 

 
（外観②） 

 

※動産は公売財産に含まれません。 
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現 況 写 真 
（エントランス） 

 
 
（洋室⑴） 

 
※動産は公売財産に含まれません。 
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現 況 写 真 
（洋室⑵） 

 
 
（洗面所） 

 
※動産は公売財産に含まれません。 
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現 況 写 真 
（居間） 

 

※動産は公売財産に含まれません。 

 

 


